
小王持集･画像応答システム

U.D.C.る54.172:る21.395.7:る21.397.る2:る81.323.015

る21.395.占31.3＋る21.397.121＋る21.397.27

画像応答システムの端末装置
TerminalEquipment for Video Response SYStem

画像応答システムの端末装置は,ベースバンドのカラーテレビジョン信号を･一般

のテレビジョン受像機で受信するため,VHF帯の周波数に変換するコンバータ,

及び画像センタへの入力手段であるプッシュホン又は簡易なキーボードから構成さ

れ,更にオプションとして記録をとるためのハードコピー装置を設置することがで

きる｡広く大衆化を図るためにはこれら端末装置に対して,簡単なマンマシンイン

タフェース,低価格,安定性,信頼性などが強く要求される｡VRS端末装置はこ

れらの点に十分留意して開発した｡特にハードコピー装置は,ファクシミリ技術と

テレビジョンの信号技術を総合した新しい装置で,感熱記録方式を用いB6判用紙

サイズで記銀時間約8秒を実現した｡また3値の記録も可能である｡

口 緒 言

画像応答システム(VRS:Video Response System)は,

画像センタと加入者宅内を通常の電話網と同様個別配線方式

で結合し,端末加入者からのリクエストにより,だれでもい

つでも必要とする情報を映イ象と音声で提供する新しいシステ

ムである｡

映像回線は,既設の電話用ケーブルなどに中継器を挿入し

広帯域伝送路を構成しているため,信号形式はベースバンド

の標準カラーテレビジョン信号であー),加入者宅内の端末出 電話線

力装置には画像フレームメモリや図形‾文字発生器を必要とせ

ず,周波数変換用コンバータを通して-一般のカラーテレビジ

ョン受像機で受信することができる｡

またVRSは,漢字や平仮名を含む文字,図形のほか写真

など自然画のカラ∬映像､音声などの豊富な出力情報で端

末利用者と対話をしながらインターラクティブにサービスを

進行させる形態をとっている｡したがって,端末入力装置は

データ通信などで用いられている高機能端末を必要とせず,

プッシュホンを入力端末として利用可能である｡このように

VRS端末装置は,基本的には一一般のカラーテレビジョンー受

像機とプッシュホンで,簡易かつ廉価に構成できることを特

長としている｡

この基本端末装置のほかに,オプションとして簡易なキー

ボード,テレビジョン画像のハードコピー装置を開発し,利

用者の要望に応じ任意に付加できる構成とした｡

この論文ではこれら諸装置のシステム条件,装置概要,成

果,今後の課題などについて述べる｡

臣l 端末装置のシステム条件

図lに端末装置の総合接続系統図を示す｡コンバータは有

線で伝送されてきた映像音声のベースバンド信一号を,一般テ

レビジョン放送のVHF帯の信号(空チャネル)に変換する｡

簡易キーボード又はプッシュホンは電話回線を通してセンタ

と結ばれ,加入者がボタン操作をすることによr),サービス

プログラムを選択したり,映像情報との対話を行なうことが

できる｡ハードコピーは,コンバータから映像のベースバン

ド信号を′受け,加入者が必要とする記録を随時出力する｡

端末装置開発のねらいは,操作性,経済性及び小形化にあ
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図l 端末装置の接続系統図 コンバータは.映像･音声のベースバ

ンド信号をVH F信号に変換する装置である｡簡易キーボード又はプッシュホ

ンで情報を選択することができる｡

り,各装置個別に要求される条件は次に述べるとおりである｡

(1)VRSコンバータ

装置の小形化,経済化及び高信頼化を図るため,主要回路

のハイプリ ソドIC化を行なう｡

(2)簡易キーボード

マンマシンインタフェースの向上を図るため,操作件,デ

ザインに重点を置くとともに,入力機能としてプッシュホン

の0～9,米,♯のほかに,後退,復帰,再送,及び消去ボ

タンを追加する｡また,経済化の点からセンタへの符号伝送

形式は4×4のPB(プッシュボタン)信号方式を採用する｡

(3)ハードコピー装置

VRSの効用をより向上させるために,テレビジョン画面上

の映像を利用者が必要に応じて記録をとれる装置を考えた｡

この場合の条件を種々分析すると,

(a)経済的に家庭に入ることができる構成であること｡
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紳

NTSCカラーテレギジョン信号十
音声FM信号

電蓄舌ケーブル

(謁芸芸冒耶雷歪買芸喜｡印)

線路噂確器
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紳′ 継 帥
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+T
VHF発振器

音声F柳傍考.く4-5MHz)

脈洲破

Vト肝変調器

Ⅹ

芸

周波資変換器

図2 コンバータの構成 線路で減衰した信号を再生L,VHF帯の商用テレビジョン信号に変換する｡

(b)操作が簡易で無保守が好ましい｡

(C)用紙サイズはA5判程度で十分である｡

(d)記録時間はファクシミリなどに比べ大幅な短縮が要求

され,10秒以下が必要である｡

(e)白黒2値だけでなく中間調の記録がほしい｡

などがあり,これよりファクシミリ技術を基本にした記名表装

置を開発する｡

田 コンバータ

3.1構 成

図2にコンバータの構成を,図3にその外観を示す｡図2

の線路増幅器は,伝送路の最終中継区間の線路損失を補償す

る増幅器で,中間中継器で開発したハイブリッドICを利用

している｡クランパは多段中継により失われる直流成分を

再生する回路で,画像信号の同期先端を強制的に走電位に固

定するハードクランプ方式を採用している｡このタラ.ンパは

専用のモノリシックICを開発した｡

VHF変調器は伝送されてきたベースバンドの標準カラーテ

レビジョン信一号(NTSC:NationalTelevision
Syste皿S

Committee方式)をVHF帯の信号(東京地区では第2チャネ

(ひね-

図3 コンバータ外観区l コンバータはIC化により小形化されている

(約2,0000())｡
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ル:97.25MHz)に変換する機能をもっている｡ また映像と

音声信号の結合比を同一にするために,AGC(Aut･Omatie

Gain Control)回路から音声FM信号を取り出し,別系統で

周波数変換を行ない,VHFの映像信･号と合成している｡この

変調器も専用のモノリンツクICを開発した｡このICはVTR

やテレビジョンゲームなどの汎用のコンバータにも利用する

ことができる｡

アンテナスイッチは通常のテレビジョン放送とVRSサー

ビスを切り替えるスイッチで,コンバータ側に内蔵している｡

この制御はVRS画像信号の同期信号を検出することにより,

ダイオードスイッチを駆動して切り替える｡同時に,VHF

変調器の発振器の電源をオンにする｡これは,VRSの非サ

ービス時不要な電波の送出を抑圧するためである｡

さ.2 性 能

表lにVRSコンバータの方式性能を示す｡

田 簡易キーボード

ヰ.1機 能

簡易キーボードは,VRSセンタへの電話回線に接続され,

表l コンバータの仕様及び性能 約600mの電話線を通ってきたテレビ

ジョン信号を再生し,一筋のカラーテレビジョン受像機に映L出すことがでさる｡

項 目 仕 様 備 考

信 号

入 力 NTSCカラーテレビジョン信号＋音声FM信号 10Hz-4.5MHz

出 力 VHF信号(2チャネル)

線路叫疇部

利 得
4MHzで40dB(既設ケーブル用) 0.6km(直径0.4mm)

4MHzで4TdB(広帯域ケーブル用) 2.3km

適用線種

既設ケーブル:0.4mm,0.5mm.0.65mm杜

0.32mmPEF

広帯域ケーブル:0.65mm

A G C 4.5MHz音声搬送波ピーク催検出 4MHzで土4dB

VHF変胡部

搬送波 97.25MHz土10kHz

変tl鹿 60%

DG,DP 柑%.10'以下

寸 法 高さ50×幅2Z5×兵行204(mm)

t 頚 AC‖】0V商用t湯
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i欠に述べるような機能をもっている｡

(1)発信機能

VRSセンタにアクセスし,端末とセンタを接続する｡

(2)制御信号送出機能

操作面のボタンを押すことにより,センタに対し要求信号

を送出する｡信号形式は,表2に示すように通常のプッシュ

ホンの低群4波,高評3波に将来,CCITT(国際電信電話

諮問委貝会)で採用が予定されている高群1波(1,633Hz)を

加えた4×4の多周波信号で,これにより表3に示した16種

の情報を表現している｡

(3)音声信号受信機能

センタから電話回線を通して送られてくる音声信号を受信

し,スピーカにより拡声する｡

4.2 構 成

図4に簡易キーボードの構成を示す｡ボタンはプッシュホ

ンを基本とする4×3の数字と記号ボタン,及び4個の機能

ボタンから成り,ボタン操作により表3に示した2周波が送

出される｡図5にこの信号波形の例を示す｡センタからの音

声信号は回路網で振り分けられ,増幅されたのちスピーカに

加えられる｡

表2 低高群周波数 l′633Hzを追加した4×4周波数である｡

公 称 周 波 数(Hz)

低 群 高 群

Ll 6 9 7 Hl l′209

+2 7 7 0 H2 l′336

l

+31 852

/

H3 l,477

L｡ l 941 H4 l.633

表3 送出周波数 後退.復帰,再生及び消去の四つのボタンは.機能

ボタンである｡

ボ タ ン 鹿 波 数 ボ タ ン 周 波 数

□ Hl･+l 米
Hl･Li

巨] H2･Ll 囲 H3･L.1

3 H:l･Ll

団
(後退)

H4･Ll

4 仙･L2

[司 H2･L2

囲
(復帰)

什】･L2

回 H:i･Lz

回 仙･L3

囲
(再送)

H.i･L3

画 H2･L3

回 仙･L3

囲
(消去)

H4･し1

回 H2･L+

スピーカ

(数字･記号)

(機

接続端子

能)

4×3

押しボタンスイッチ

4×1

押Lボタンスイッチ

切

入 電源スイッチ

音量ポリュ…ム

多周波 信号

発 振 回 路

回 路 網

音 声 信 号

増 幅 回 路

図4 簡易キーボードの構成 16種の制御信号を送出し,センタから

の音声イ嘗号をスピーカにより拡声することができる｡

図5 信号波形 センタに送出される多周波信号の一例を示す｡

匹lハードコピー装置

5.1 記録方式

ハードコピー装置は,端末テレビジョン受像機に表示され

ている静止画イ象の複合･映像信号からハードコピーを】枚る装置

である｡

表4は各種記録方式を比較して示したもので,前述のシス

テム条件から総合的に判断し多くの技術開発委素をもってい

るが,ラインメモリ方式と感熱記録方式を併用する方式を採

用することにした｡すなわち,4MHz帯域のテレビジョン信

号と感熱記三録の速度整合を行なうラインメモリには,通常の

ICメモリがj采用できるため低価格にでき,かつ感熱記録方

式はテレビジョン画面程度の解像度には最適の方式であー),

ランニングコスト,取扱い性,無騒音,無臭気など家庭用に

は理想的な方式と考えられる｡

5.2 記録速度

端末の記録速度は,ユーザーからみれば極力高速であるこ

とが要求される｡一方,装置からは感熱ヘッドの熟応答特性,

記録特性,画質,消費電力,メモリの記憶容量,経済性など

から限界があり,これらのトレードオフで記録速度を決定す

る必要がある｡

VRSサービスでは記録に必要な時間だけ静止画像を保留
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表4 記録方式の比較検討 ラインメモリによる感熱記須方式を採用Lた｡

項 目 記 録 特 性･ 用 途 上 家 庭 で の 使 用 条 件 コ ス ト

総 合 評 価

モ 図
形

速

度

画

質

記
毒桑

小

形

取 騒
コ±=

公
皇

信

頼

性

記

鋒

紙

装

置

方 式 ＼

＼

ノ

ク

口

クー

ラ

フ

の

保
存
性

軽

量

扱

しヽ

性

巳

臭

気

安
全

性
ビデ オ信号処理 記 毒桑

CRT管

(テレビジョン)

光学投影

銀 塩 ○ ○ (⊃ ○ △～○ × △ ⊂) △～⊂) C〉 × ×

高 価
電子写真 (⊃ ○ ⊂) ⊂) ○ × ∠:ゝ ○ △～○ (⊃ ×～(⊃ ×

】妾

写

管

OFT

又は

FFT

銀 塩 ○ (⊃ ○ ○ △～〔) × △ ⊂) ∠ゝ～⊂) ○ × ×

高 価
電子写其 ⊂) ⊂) ○ ○ ○ × ∠ゝ (⊃ △～(⊃ ○ ×～(⊃ ×

E P T 静 電 (⊃ ⊂) ○ ○ ○ ; × ∠ゝ ∠ゝ～⊂) ∠ゝ～⊂) ○ × ×

サ

ン

プ

リ

ン

グ

ラ イ ン メ モリ

放 電 △ ○ ⊂) △ ○ (⊃ 〔⊃ ≡
△ ⊂) 〔〕 × (⊃

コスト･下地

汚れ,臭気が欠点
l

感 熱 (⊃ ⊂) (⊃ ⊂)
△～○ C〉 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ほぼ要求満足

lフレームメモリ
静 電

(例えば)
○ ○ ○ ○ (⊃

△!
l

∠ゝ △～(⊃. △-○ (⊃ 〉く

l
×!高 価

l

注:略字説明 OFT=OpticalF佃er T=be FFT=Fiber Face P-ate T=be EPT=E■ectro-StatioPrintingTube

することができる｡しかし,一般テレビジョン放送では大半

が動画像であり,必要に応じて静止画像が送られている｡そ

こで,一般テレビジョン放送で記録をしたい,又は記録があ

れば便利であるという静止画像が,どのように分布している

かについて調査した｡図6はその一例を示すもので累積で約

40%が18秒以上静止しており,95%が10秒以上に分布してい

ることが判明した｡これにより装置の記録時間を10秒以下に

設定した｡

5.3 階調特性

記録に必要な階調特性は,図6に示した調査から大半が3

低までで,白,黒,灰色の3値の階調特性を開発の目標とし

た｡このため,図7に示す面積変調方式を採用し実現した｡

すなわち,水平方向の2ドットを1画素とし,灰色の場合に

は1行おきに白･黒を反転させることにより3値の階調表現

を行なうことができる｡

100

80

訳 60

蟹:

40

王喋

20

0

階調4値

階調3億

階調2値

(白･黒)

(%)

100

93

76

50 40 30 20 10 0

画面静止時間(s)

図6 静止画面の静止時間分布 記録時間を川砂以下にすれば,95%

以上の静止画を記三録することができる｡
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(白) (灰) (黒)

[二]コ ⊂■ ■■

■コ
図了 面積変調による3値の階調

いて表わすことで3値の階調を得ている｡

l画素を水平方向の2ドットを用

5.4 解 像度

4MHz帯域のテレビジョン画像は水平解像度で320本程

度で,これは記録紙上では約2本/m程度に相当する｡しか

し,記録の画像品質は単にテレビジョンの水平解像度だけで

なく,文字の線分の太さの均一性や斜線図形の滑らかさなど

から4本/m～6本/m皿程度を必要とする｡特に,3値表現を

2ドット/画素で行なう場合,解像度は実質÷になると考えら

れるため,感熱記録ヘッドは6本/mとした｡

5.5 装置構成

図8にハードコピー装置構成の概要を示す｡感熱ヘッドの

記録速度はビデオ信号に比較して低速であるので,これを画

像信号処理部で1フィールドごとに1ライン分をサンプリン

グし,バッファメモリに一時記憶させたのち順次読み出し,

感熱ヘッドを駆動して記録する｡同図の信号処理回路には色

信号除去,直流再生回路を内蔵し,自･黒2値の量子化を行

なう｡なお量子化の識別レベルは,入力レベル変動に対して

自動的に追従するように設計されている｡

クロック回路はメモリヘの書込み,読出しのタイミング,

記録ヘッドの駆動タイミングなどを規正する回路で,基本ク

ロックパルスは,水平同期信号の600倍の周波数に位相同期

する方式を採用している｡

記録ヘッドは図9に示すように,1ライン分の959ドット

の発熱要素が並んでおり,これをブロック側とデータ側のマ

トリックス構成としている｡記録はブロック側の1端子とデ

ータ側の1端子が選択されて対応する1個の抵抗発熱体に通
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出して記録を行なう｡
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図9 記毒景ヘッド構成図 ≠∩のときブロック側のn蕃端子に通電され

データ側の各端子に誘Eれると,データ側端子番号の上に書かれた番号の抵抗体

が発熱する｡
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図川 入力レベルに対する識別レベルの追従･性

ペル変動に対L,識別レベルは非常に安定している｡

許容値)

信号レベル

(dB)

許容値)

土3dBの入力レ

電され,1ドットの記録が行なわれる｡このような構成を採

用することによr),1ブロック当たり240ドットの記錨を行

ない,4ブロックで1ラインの記録を終了する｡なお記録ヘ

ッドの消費電力は,記録速度とヘッドの熱効率にほぼ比例す

るが,この装置では感熱ヘッドにグレーズ層を設け,熱効率

の改善を図っている｡

5.6 装置性能

表5にこの装置の主要な仕様,及び性能を示す｡入力は

NTSC方式の標準カラーテレビジョン信号であり,記録時間

はB6判用紙サイズで約8秒である｡区I10は入力レベル変動

に対する識別レベルの追従特性を示すもので,±3dBの入力

レベル変動に対し0.12dBの出力誤差である｡

表5 ハードコピー装置の仕様及び性能
現L,3値の階調が得られる｡

10秒以下の記録速度を実

No. 項 目 仕 様 性 能

l 記 録 方 式 感 熱 記 貪曇

2 入 力 イ言 号

NTSC標準テレビジョン信号

lVp-P又は0.1Vp-p

75∫l

3

記金蔓紙

(り種 別 感熱紙

(2)サ イ ズ 180mm幅×100m長 ロール紙

(3)色 相 地色:白色

発色:黒又は青

4

記金曇画面

(l)記…録線密度 6本/mm(水平)×4本/mm(垂直)

(2)記毒桑級数 959本(水平)×480本(垂直)

(3)有効記録サイズ 160士2mm(水平)×120±2mm(垂直)

(4)階 調 3値(黒･灰･自)

5 記 三縁 遠 度 約8秒/枚

6

付加機能

(り白黒反転 可

(2)スライスレベル 可 変

(3)遠隔操作 記録及び白黒反転操作

(4)モニタ出力 量子化後の映像信号出力

了 電 源
単相AC108V±10V

50Hz

73
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図Ilハードコピー装置の外観 簡便な記録装置とするため,コンパ

クトなサイズにまとめてあり,卓上に置いて使用することができる｡

図‖にこの装置の外観を,図12に記録の一例を示す｡

l司 結 言

画像応答システムの端末装置は,以上に述べたように利用

者が直接操作する装置であり,マンマシンインタフェースに

特に配慮するとともに経済性を重視して開発を行なった｡な

かでも,ハードコピー一装置はファクシミリ技術の感熱記録方

式をテレビジョン画像のハードコピーに適用した装置であり,

今後の発展が期待できる｡

ー･･･-･･)/.

論文
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図12 ハードコピー装置の記錦例 16cmx12cmのコピーが約8秒で

記三録することができる｡また,白黒反転も可能である｡

終わりに,端末装置の開発に対し御指導,御鞋壬達をいただ

いた関係各位に対し厚く御礼申しあげる｡
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相反則不軌性の大きいホトレジストを用いた

フうックマトリックスカラー受像管の製法
日立製作所 及川 充･富田好文･他2名

テレビジョン学会誌 32-41l～417(昭53t5)

丸い′ト孔を開けた衝立を間隔を置いて壁

前に立て,この小孔を通して光を壁面に投

射する｡得られる光條は,点光源であれば,

光源一衝立一壁の二者間の距離から幾何学

的に定まる率だけ径が拡大きれた均‥照度

分布の円となる｡光源が有限径の小円斗犬で

あれば,得られる光像は均一照度でなく,

中央照度が高〈,周辺部になるに伴い低照

度となる｡そして,中央の高照度部は衝立

の小孔径よりノトさいが.周辺の笠の部分は

小孔径よりかなり大となる｡中央部は真影,

周辺部は半影である｡上述から分かるよう

に,点光源,有限径光源いずれにしても,

小孔径より小きな径の光像を与えることは

困難である｡更に,もし衝立に小孔が1筒

でな〈,多数近接して並んでいたl),光源

が多数だと,小孔群を通った像は,個々の

光像の広がりのため互いに重なり合い複雑

な照度分布を示すことになる｡

最近のカラー受像管のけい光面は,ほと

んどがブラックマトリックス面と称する赤･

緑･青3色のけい光体卜■ソト領域の周囲を

黒色の光吸収領域で囲い,画像のコントラ

ストを高める構造のものとなっている｡

けい光面をできるだけ明るく,コントラ

ストを高〈し,かつ画面の白色均一一件を十

分とるには､ブラックマトリックスの黒色

域で囲まれたけい光体ののぞく′ト孔部分の

径(マトリックスホ【ル径)をシャドウマス

クの孔径よりも小さくし.かつ適当,十分

な縮′ト率に設定することが重要である｡

ブラックマトリックス領域は,けい光面

パネル内面にホトレジスト塗暇を形成し,

シャドウマスクを介して露光プロセスによ

り製造するが,その際冒頭に記した蟹と衝

立の例のような光條重複の影響が大きな障

害となる｡このたれ 従来は最初小孔のシ

ャドウマスクを作l),露光終了後に再エッ

チングしてマスク径を拡大する方法が取ら

れてきた｡しかし,この方法では工程が複

雑となり,歩どまり上の問題も多い｡この

点を改良し,再エッチングなしで十分な縮

小率のマトリックスホールを得る方法を工

夫したのが本報告の内容である｡

本報告では,まずシャドウマスクの小孔

群を通して露光する際,取り得る光源径と

光條の重複率及び重複部の露光量変化率を

評価し,画面中央･周辺両部分に必要な孔

径縮′ト率を同一光源によって満足に与える

条件は.光像の重複障害のため見いだせな

いことを示した｡次に,これに基づき,高

い照度の光には感度が高く,低い照度の光

に対しては露光効果が極端に低下する相反

則不軌性のホトレジストの使用が必須であ

ることを導いた｡

そして,ホトレジスト組成を種々検討し

た結果,水溶性でかつ相反則不軌係数の高

い,高感度のホトレジスト組成を決定し,

再エ､ソナング工程を含まず,また中央･周

辺両部分ともに,望むマトリックスホール

径のブラックマトリックス面を同一の光源

系から高歩どまり率で製造できるプロセス

を開発した｡




